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この機能を使用するためには、システムバージョン atl23230504 以降かつ 2023 年 4 月以降の混成競技設
定ファイルと種目マスターファイルが必要となります。 

概要 

日本マスターズ連盟が実施するマスターズ混成競技の得点集計に対応します。 
 
■混成競技の種類と種目コード 
ハードルの種目名によって混成競技種目のコードが異なる。 
性別 種目 ﾊｰﾄﾞﾙ種目 コード 競技種目と順序 対象クラス 
男子 五種 － 205 走幅跳,やり投,200m,円盤投,1500m 全クラス 
女子 五種 100mH 203 100mH,走高跳,砲丸投,走幅跳,800m ～W35まで 
女子 五種 80mH 222 80mH,走高跳,砲丸投,走幅跳,800m W40～ 
男子 十種 110mH 223 100m,走幅跳,砲丸投,走高跳,400m 

110mH,円盤投,棒高跳,やり投,1500m 
～M45まで 

男子 十種 100mH 224 100m,走幅跳,砲丸投,走高跳,400m 
100mH,円盤投,棒高跳,やり投,1500m 

M50～M65まで 

男子 十種 80mH 225 100m,走幅跳,砲丸投,走高跳,400m 
80mH,円盤投,棒高跳,やり投,1500m 

M70～ 

女子 七種 100mH 247 100mH,走高跳,砲丸投,200m 
走幅跳,やり投,800m 

～W35まで 

女子 七種 80mH 248 80mH,走高跳,砲丸投,200m 
走幅跳,やり投,800m 

W40～ 

※ハードルの規格・投てきの規格名は表記・出力できない。種目名称だけの表示となる。 
※2023年 4月現在「投てき五種競技」には対応していない。今後対応予定。 
 
■対応するクラス （日本マスターズ陸上競技連盟 HP競技規則より） 
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■年齢係数 （日本マスターズ陸上競技連盟 HP競技規則より） 
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初期設定とデータ作成 

１．クラスの設定 
クラス名は種別を利用して設定する。 
種別の設定は【トップメニュー】－【マスターメンテナンス】－【３．固定情報マスター】の 
「23.競技者区分名称リスト」を使用して設定する。 
コードは何番でも良いが、クラス名称の形式を必ず半角英数で設定する必要がある。 
 
例． 
年齢区分 クラス 
男 24歳以下 M-24 
男 25～29歳 M25 
男 95～99歳 M95 
男 100歳以上 M100+ 

 
クラス名の数字は、混成競技の年齢係数 
の計算に使用するため、必ず半角数字で 
設定する。 
 
 
 
 
２．競技マスターの作成 
一般種目と同じように、性別・クラス別に
種目コードと合わせて競技コードを１種
目につきクラス数分登録する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．データ作成時の出場種目の登録 
選手の出場種目（S1、S2、S3等）には上記２で設定した競技コードを登録する。 
例．男子五種競技、クラス M30（種別コード：13で設定している）に出場するの選手の場合 
  S1=20513 02345 
      「SSScc_TTTTT」SSS=種目コード、cc=種別コード、TTTTT=資格記録（総合得点）5桁 
※番組編成用に個々の種目の記録を登録する場合は「競技エントリー管理」から登録が可能。 
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番組編成と版下作成（プログラム印刷原稿）・HTML作成 

１．番組編成 
番組編成は通常の混成競技の番組編成と同じです。 
①競技の「総合得点」を「2決勝」で番組編成する 
②１種目目から順番に番組編成を実施する。 
ただし、最終種目の番組編成については最終種目の１つ前の種目の競技終了後、その時点での総合

得点の順番に組み分けするのが通例ですので、最初は番組編成しない。 
しかしながら、申し合わせ等により最初から組み分けしておく場合もあるため、その場合には他の

種目同様組み分けを実施してもよい。 
③①～②を競技数回繰り返してすべてのレースの組み分けを実施する。 
 
２．版下作成（プログラム印刷原稿作成） 
プログラム印刷原稿は【トップメニュー】－【競技会リスト】－【１．版下作成】から出力します。 
※確認事項 
 版下作成を起動し、メイン画面の上部中央付近にある【共通設定】または【ベース設定】ボタンをク
リックして、画面右下に表示される「混成競技情報」欄に今回使用するマスターズの混成競技コードが
追加されていることを確認してください。 
※追加される場所については、種目コード２０３以外は下の方に追加されています。２０３は上から
３つめに追加されている場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この状態で通常通り版下作成を実施してください。最終種目を組み分けしなかった場合には、最終種
目の欄をダブルクリックして開き、「予選」欄の組数に組数を入力して出力するチェック欄にチェック
を付けると予定枠（記入欄）を出力することができます。 
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３．HTML作成 
HTML作成システムについても【設定】ボタン内に版下作成同様の項目（混成競技ヘッダ設定）があり
ます。ここに追加されていることを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この状態で作成すると、追加した混成競技が正しく出力されます。 
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記録入力と得点計算（通常と異なる部分について） 

１．混成競技の複数レース処理 
 
同時に実施する種別（クラス）違いのレースをくっつけて記録入力画面で開き、記録入力することがで
きます。複数レース処理機能を使います。 
 
１）同時に開くことのできるレースの条件を正しく設定しておきます。 

上図の例では、女子W-24五種競技１００ｍＨと女子W25五種競技１００ｍＨを 9:00から一緒に走
らせる設定を行います。 
 
【条件】 
①種目が同じである必要がある 
②開始時刻を同じにする 
③トラック競技の場合は番組編成でレーンが重複しないようにあらかじめ調整しておく 
 W-24の選手 2名・・・３レーン、４レーン 
 W25の選手１名・・・５レーン 等 
 フィールドの試技順はすべて 1からとなっていても複数レース処理で開くことは可能ですが、 
なるべく重複しないように調整しておくことをおすすめします 

 
２）レースを開きます。 
①ベースとなるレースを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【複数】ボタンを押します。 
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②複数レース選択画面が表示されたら、同時に実施したいレースを選択し【決定】ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 候補が表示されない場合は「条件」を再確認してください。 
 
③レース毎に色が変わった参照画面が表示されたら、記録入力に入ります。 
 通常と同じように記録入力を実施し、最後に順位付けをするとレース毎に順位が付きます。 
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２．トラック競技手動計時記録の処理と得点計算 
 
１）写真判定装置のトラブル等により、トラック競技の計時が手動計時となってしまった場合はコン
ソーラーから「測定区分」を「1-1/100」から「2-1/10」に変更して記録の入力を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）記録入力画面では、測定区分「1/100」のときと同じよう Enter キーを押すと記録入力欄が表示
されますが、測定区分が「1/10」になっているときは「0.01秒」の桁は 0.01秒のタイムではなく、
着差の桁*1となりますので、1/10秒までのタイムを入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
*1 着差の桁とは... 

 0.1秒までのタイムは同じだが、審判の着順判定により明らかに順位に差があるときに、 
差を付けるための桁。 

  A選手 11.1 １着 →入力 11.10 
  B選手 11.1 ２着 →入力 11.11 
この場合タイムは「11.1」となり、実際の記録には影響ありません。 

 
 手動計時時の得点計算 
 入力された記録（タイム）に自動的に以下の値を加算して得点を算出しますので計測された 
タイムをそのまま入力してください。 

  200mまで 0.24秒加算 
  400mまで 0.14秒加算 
  800m以上 タイムそのまま   
 
 


